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１．はじめに 

 

本稿では，態度行動変容分析の重要なテーマであ

る社会的ジレンマのひとつとして，路上駐車を取り

上げる．路上駐車は一般に個人にとっては望ましい

行動であるが，各個人がその行動を選択することに

よって，交通流を停滞させたり，事故の原因になっ

たりするために社会的には望ましくない状態を作る

という意味で典型的な社会的ジレンマ現象である1)． 

とくに本稿では，これまでの既存研究で指摘され

ていた既存路上駐車の存在による路上駐車行動の変

化2)に着目する．他者が路上駐車を行うことによっ

て，路上駐車をよくないことであると考える規範的

意識によって私的利益最大化行動は抑えられている

部分があるが，他者がその規範を破ることによって，

他の個人の規範的意識を低下させ，路上駐車を見か

け上誘発することが指摘されている． 

しかし，路上駐車行動に対しての影響を定量的に

把握するには，条件を制約した心理実験などが必要

であり，これまでの研究では主にドライバーの意識

調査からの定性的把握などが主であり2)定量化はほ

とんど行われてこなかった．そこで本研究は，この

効果がどの程度存在するのかについて，定量的に把

握することを目的とする．そのために，この要素以

外が排除可能な条件下での実験的な調査を行うこと

とした．そして，その調査データに基づいて，既存

路上駐車が，駐車発生にどの程度の影響を及ぼすの

かについて定量的に明らかにする．また，その分析

結果を用いて，駐車発生確率に潜在的なクラスを 

 仮定した発生頻度分布モデルを構築し，駐車確率

の変動を内生的にモデル化する． 

既存の路上駐車の研究では，主に選択行動の枠組

みでの駐車場所選択で行われることが多かったが，

本研究では，統計的な分布モデルの枠組みを採用し

た．そして，そのモデルを用いて，状況に応じたシ

ミュレーションを行い，路上駐車行動における既存

駐車車両の影響が，どのような結果をもたらすのか

について検討を行う． 

 

２．路上駐車行動調査 

 

（１）調査の概要 

本研究は特定の条件を満たす道路と沿道施設にお

いて調査を行った場合には，実験に近い状態でのデ

ータ収集が可能であると考え，以下の 3条件を満た

す場所における調査を計画した．  

①必須性の低い駐車が大多数を占めること 

②道路外駐車場への駐車選択が関係しないこと 

③交通流への影響が小さいこと 

これらはいずれも駐車行動に影響を与える大きな

要因と考えられ，これらの影響を排除することで，

分析対象とした既存駐車の存在による駐車行動の変

化を観測できると考えられる． 

このような条件を満たす場所として，山梨県甲

府市にある甲府朝日三郵便局前を選択した． 甲府

朝日三郵便局前の道路概況を図－１に示した． 

この郵便局前の通りは，それまでが片側１車線

であったのが，片側 2 車線になっていて，1 時間あ

たりの交通量は，事前の調査で 1時間当たり片方向

450 台と１車線で十分捌くことが可能な交通量であ

る．そのため条件の③を満たすと考えられる．また， 

この郵便局には駐車場がなく，車での来訪者は基本

的に路肩に駐車することになることから，条件の② 
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図－１ 甲府朝日三郵便局前の状況 

 

を満たしている．また，近隣の沿道は住宅であり，

路上駐車する人のほとんどが郵便局を利用している．

しかし，この付近(半径 1km以内)には郵便局が６局

(ATM のみを含めると８)存在し，それらの郵便局

は局前や局横に駐車場を備えているものが５局であ

る．これより路上駐車をしてこの郵便局を利用する

ことは必須性が低いと考えられ，条件の①を満たし

やすい．このように提示した条件を満たしやすい状

況であることから，この路上を駐車実態調査の対象

とした．この場所の駐車可能な区間長は，約 70 ｍ，

普通車で約 10台分である．  

 

（２）駐車実態の集計結果 

路上駐車調査は，2003 年 10 月 17 日(金)、11 月

10日(月)、11月 11日(火)、12月 11日(木)の 4日間

行った．調査時間は各日の 10：00～14：00 の 4 時

間で，天候はいずれも晴れ～うす曇りであった．図

‐２に調査日ごとの駐車台数を示す．この図を見る

と月曜日の台数が，他の調査日に比べ多くなった．

また，4日間の平均台数は 72台であった． 

このデータを単位時間(1 分)ごとに次の 1 単位時

間に駐車が発生した割合を，存在した駐車台数ごと

に示したのが，図－3 である．これをみると 0 台の

ときと 1 台のときではほぼ倍になっている．4 台以

降では小さくなるが，4～5 台であった時間は非常

に短い．そこで，0 台のときの駐車発生率 0.22 と

それ以外での駐車発生率 0.36 を検定したところ，

5％の危険率で 0 台以外のときが高いという仮説が

有意となった． 

続いて，誘発駐車の影響を明確にするため，常に

１台以上の駐車がある状態を意図的に作り出し，同

じ場所の同じ時間帯での駐車行動の観測を行った．

調査日時は 12 月 5 日(金)，12 月 8 日(月)，12 月 9

日(火)，12 月 10 日(水)の４日間である．天候はい

ずれも晴れであった．そのときの駐車台数の合計を

図－４に示す．このときの１日の平均の駐車台数

(意図的駐車車両除く)は 86 台であった．通常の調

査と比較すると，月曜が他の曜日よりも多いとう結

果は同一になった．通常調査時と比較すると，意図 
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図－２ 通常調査時の駐車総台数 
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図－３ 既存駐車台数別単位時間駐車発生割合 
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図－４ 意図的駐車時の駐車台数 



的駐車時の平均駐車車両数が多いことを検定したと

ころ，5％の危険率で有意となり，意図的に常に駐

車車両を置いた場合は平均値としても増加したとい

える． 

 

３．路上駐車行動変化のモデル化 

 

 ２のデータを用いて駐車行動記述のモデル化を試

みる．本来的には選択モデルの枠組みで記述するこ

とが望ましいかもしれないが，本研究では，郵便局

前での駐車という限定された条件であり，潜在的な

心理要因に着目したことから，そのような調査から

は明確なモデルは構築が難しいと判断し，通過台数

あたりの駐車発生確率が非常に低いことから，待ち

行列モデルの枠組みで，モデル化を行うこととした．

待ち行列モデルを用いるために以下の仮定を置く． 
①無限母集団 
②客の到着単位を車とする 
③先着順のサービス順序 
待ち行列モデルでは通常到着分布，サービス分布

にそれぞれポアソン分布，指数分布が用いられる． 
しかし，今回は既存駐車との関連性を考慮したため，

単純なランダム到着ではなく，窓口に来る客に 2
種類の客があり，それぞれの種類の客が特定の分布

に従って到着する超ポアソン分布 3)を採用すること

とする．超ポアソン分布の式を下に示す． 

( ) ( ) ( ) tt eeta 21 12
2

22
1

2 122 λααλ λαλα −−− −+=  (1) 

ただし 
α ：0台の時間帯の割合 

21 ,λλ ：各状態での駐車確率（台/分） 
t ：発生間隔(分) 
これは，既存駐車があるかないかで駐車確率が変

化することを表す．また，サービス分布は（2）式
に示すように通常の指数分布を用いた．これは，実

際上サービス時間が既存駐車車両の有無によって変

動するとは考えづらいからである． 

teta λλ −=)(  (2) 

これらの仮定より導き出される理論分布と実際の

駐車発生間隔度数分布を図‐５に示した．この結果

を見ると，1 分以内のときの度数が理論値と大きく

ずれているが，それ以外はよくフィットしている．

この 2 つの分布に対して，平均値を等しいと言う
帰無仮説に対する分散分析を行った．その結果，帰

無仮説は棄却できなかった． 
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図‐５ 発生間隔度数と超ポアソン分布の期待値 
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図‐６ 駐車時間分布と指数分布の期待値 

 
 サービス時間と理論的指数分布を図‐６に示した．

この図から，1 分で過大評価，2 分～7 分で過小評
価になっている．それ以外の部分では，比較的よく

フィットしている．同じく，両者の平均値は等しい

という帰無仮説を立てて分散分析を行った結果，帰

無仮説は棄却できなかった．そこで，この分布に従

ったシステムでの分析を行うこととした． 
 ２つの分布に従った待ち行列の状態方程式の解は

(3)式のように得られる 3)． 

2
0 )21)(1(

4
1

2
1 αρρρν −−−−+=  (3) 

ここから状態確率 np が以下のようになる． 
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となる．ただし 

0ν ：状態方程式の解 

ρ ：平均的窓口利用率 

µ：サービス率 

である． 

ただし n が c(窓口数)より小さい場合の cp について

は，別途以下の漸化式から求めることとなる． 
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この np を用いて，来訪車両が 0 台の状態（既存

駐車のない状態）に通過する確率は 

10
1 p

c
nq
ρ
+

=  (8) 

で表すことができる． 

ここで，先の調査より計算された 0台のときの単

位時間(１分)当たりの駐車確率は 0.22，既存駐車が

ある場合の駐車確率は 0.36 であることを考えると，

駐車率の比は 14/36＝0.3888 となり，0 台の時間帯

に通過した潜在的駐車客の約 39％が駐車を断念す

ることになる．これをこのモデルの中で表現すると

10
139.0 p

c
nQ
ρ
+

= となる． 

これまでに構築した待ち行列モデルを用いて，0

台の時間帯に駐車を考えていたドライバーが駐車を

断念する確率を計算する．それぞれ必要な値を全サ

ンプルから求めると，窓口数は通常調査の最大駐車

台数 5 台より c＝5 とする．到着率は，0 台の時の

駐車確率を総サンプルより 1λ =0.22 とし，それ以外

のときの駐車確率は 2λ =0.36 となる．サービス率

= µ  0.194．これらを用いて(5)式より ρ ＝0.353 と

なる．0 台の時間帯が，240 分中 66.5 分であるから，

α＝66.5/240=0.28，この結果から， 0v ＝0.399 とな

る．また，漸化式より， 021.0=cp ， 326.01 =p

が求まる．これらを用いて，既存駐車台数が 0台の

ときに駐車が可能なドライバーが到着する確率 0q
は， K1846.00 =q となり，既存路上駐車台数が

0 台のためにドライバーが駐車を断念する確率 0Q
は， 072.00 =Q で与えられる． 
以上のように超ポアソン分布を仮定する待ち行列

モデルを構築することで，既存駐車の有無により，

ドライバーの意思決定が変化する確率が計算できる．

ここから駐車状態の変化についての計算が可能であ

るが，これはあくまで期待値的な値を計算したもの

になり，平均的な挙動だけが可能になる．今回の分

析では駐車需要自体がそれほど大きくない場所での

調査であったため，静的な状態が得られたが，状況

によっては，駐車車両の存在が他の駐車車両を招き，

その結果としてシステムが定常的な状態にならない

可能性がある 

 

４．おわりに 

 

本研究では，路上駐車行動を数理的モデルのひ

とつである，待ち行列モデルの枠組みで，既存駐車

の有無による行動変化を取り込んだモデルシステム

の構築を行った．しかし，本文で述べたように，シ

ステムの挙動をみるためには，このモデルを用いた

システム全体のシミュレーションなどが必要となっ

てくる．そこで，今後いくつかの状況を想定し，駐

車状態の変化をシミュレーションの枠組みを援用し

て，既存駐車の有無によって変化する駐車行動を内

生化した路上駐車発生現象を分析する予定である．

これらの結果については講演時に示すこととする． 
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